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尿路 感 染症 に対 す るPivmecillinamの 使 用経 験

熊 沢 浄 一 ・稗 田 定 ・百 瀬 俊 郎

九州大学医学部泌尿器科学教室

合成 ペ ニ シ リン剤,PivmecillinamはLeo社 に よ り開

発 され た新 抗 菌剤 で あ るが,既 存 の合 成 ペ ニ シ リンに な

い特異 な 化 学 構 造 を 有 して い る(Fig.1)。 基 礎 的研 究

の結 果,経 口投 与 に よ り吸収 され 腸 管 粘 膜 内 の エ ス テ ラ

ー ゼ に よ り加 水 分 解 されMecillinamと な る こ と,す み

やかに有効 血 中 濃 度 に達 し,各 主 要 臓 器 に よ く移 行 し尿

中に高濃 度 に排 泄 され る こ と,Mecillinamは グ ラ ム陽

性菌よ り もグ ラム陰 性桿 菌 に抗 菌 力 が 強 い こ と,全 般 的

にAmpicillinよ りも抗 菌 力 は 強 いが 特 にE.coliに そ

の傾向が顕著なことが判明している2)3)4)8)9)。

われわれも武田薬品を通じて本剤の提供をうけ各種尿

路感染症に使用 してみたのでその成績を報告する。

投与対象および投与方法

投与対象は1975年4月 より1976年1月 にわたり九州大

学医学部附属病院泌尿器科において尿路感染症と診断さ

れた外来,入 院患者30例 であったが,4例 の外来症例は

再来しなかったので脱落例とし残 りの26例 を検討対象例

とした。男性9例,女 性17例 であり年令は22才 から70才

まで投与期間は3～15日 間であった。

急 性単 純 性膀 胱 炎 には1日300 mg(1回100 mg 1日

3回 服用)を4例,1日200 mg(1回50 mg 1日4回

服 用)を8例 に投 与 した 。 投 与 日数 はす べ て3日 間 と し

た。

複雑性 尿 路 感染 症 に は1日200 mg(1回50 mg 1日

4回 服用)を1例,1日400 mg(1回100 mg 1日4回

服 用)を7例,1日600 mg(1回200 mg 1日3回 服

用)を6例 に投 与 した(Table 1)。

臨床効果判定基準

急性単純性膀胱炎に関 しては観察項目として自覚 症

(頻尿,排 尿痛,残 尿感),他 覚症(尿 混濁,尿 蛋白,膿

尿(ド ンネ)反 応,尿 中白血球数),尿 中細菌(塗 沫と

培養)の3項 目を必須とし,こ の3項 目すべてが正常化

したものを著効,い ずれか1つ 以上の項目が改善あるい

は消失 したものを有効,す べてが無変化あるいは悪化 し

たものを無効とした。複雑性尿路感染症では観察項目と

して発熱の有無と経過を他覚症の項に加え,カ テーテル

尿道留置例では自覚症は観察項目より除外した。

成 績

検 討26例 の 詳細 はTable 1に 示 す とお りで あ るが 総

括 す る と著 効14例,有 効2例,無 効10例 と な り有 効 率 は

62%で あ る 。単 純 性 と複 雑 性 を 別 々 に小 括 して み る と,

急 性 単純 性 膀胱 炎 は12例 す べて 著 効 で あ り有 効 率 は100

%と な る(Table 2)が 複雑 性 尿路 感染 症 は14例 中著

効2例,有 効2例,無 効10例 で あ り有 効 率29%で あ る

(Table 3)。 細 菌 学 的 有 効 率 はE.coli 17株 中14株 消失,

2株 存 続,1株 はSerratiaへ 菌 交 代 と して お りProteus

vulgaris 2株 は 消失,Enterococcus 3株 中2株 消 失,1

株 はSerratiaへ 菌 交 代 して い る 。 な お こ の 交 代 例 は

Pivmecillinam投 与 前 はE.coliとEnterococussの 混

Fig.1 Structures of Pivmecillinam and Mecillinam
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Table 1 Clinical results of Pivmecillinam
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合 感 染(症 例21)で あ った 。

Klebsiella 2株, Enterobacter 1株,Serratia 1株,

Pseudomonas aeruginosa 3株 は す べ て 存 続 して い た 。

細 菌 学 的 有 効 率 は18/29 (62%)と な るがE.coliに 関

して は14/17 (82%)で あ った(Table 4)。

副 作 用 は1日300 mg, 400 mg, 600 mg投 与 各1例 ず

つ に悪 心 を 認 め たが 投 与 を 中止 す るほ ど で は なか った 。

症 例15, 16, 18, 19, 21, 22, 23, 25, 26の9例 は

Pivmecillinam投 与 前 後 の末 槽 血 赤 血 球 数,白 血 球 数,

BUN, GOT, GPTの 検 査 を,症 例13, 14はBUN, GOT, 

GPTの 検 査 を,症 例20に は末 梢 血 赤 血 球 数,白 血球 数,

GOT, GPTの 検 査 を行 ったが 著 明 な変 動 は認 め な か っ

た(Table 5)。

Table 2 Clinical results toward acute simple 

cystitis

100 mg•~3/day•~3 days 4 cases

50 mg•~4/day•~3 days 8 cases

Table 3 Clinical results toward complicated 

urinary infection

Table 4 Bacteriological results

Table 5 Results of laboratory examination
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考 按

広域性スペクトラムを有する合成ペニシリン,Ampi-

cillinが 登場して以来多 くの広域性ペニシリン剤が開発

されてきており抗菌剤の中でその占める範囲は広 くなっ

てきている。われわれもそれらの臨床経験の報告を行な

ってきた
5)6)7)。 MecillinamはFig.1の ご と く特 異 な

化学構造を有しているが,基 本的 にはAmpicillinと 同

様に広域性スペクトラムを有 している。グラム陰性桿菌

に対 しては基礎的段階の研究でAmpicillinよ りもすぐ

れた抗菌力を有 しているとされその傾向は,E.coliに

対 して顕著でありAmpicillin耐 性菌 にも有効とされて

いる。すでに前立腺摘出術後の尿路感染症に有効との臨

床報告もある1)。

今回の臨床効果を検討すると急性単純性膀胱炎12例 は

すべて著効であった。急性単純性膀胱炎は元来治療 しや

すい疾患ではあるが,200mg/日 投与でもすみやかに症

状は消槌 し尿中細菌は陰性化 していた。急性単純性膀胱

炎には1日 投与量をもう少 し減少 してもよいのではない

かと思われる。

複雑性尿路感染症は14例 中著効,有 効 ともに2例,無

効10例 であったが投与量を増加 してもそれほど臨床効果

は上昇 していない。症例13は 下腹部不快感を主訴とする

31才女性に対 し膀胱鏡検査を施行した後に発症 した急性

膀胱炎であり,厳 密な意味での複雑性ではない。このよ

うな泌尿器科的検査は充分注意 して検査後,尿 路感染を

発症させないように努めなくてはならないが,症 例によ

ってはいかに努力しても感染の危険性が高 くなるものも

ある。われわれは膀胱鏡を含め各種の泌尿器科的内視鏡

検査後には原則として抗菌剤を2～3日 投与することと

している。本例は抗菌剤投与を行はなか ったものである

がPivmecillinam 200 mg/日3日 間投与で頻尿,排 尿痛

が完全に消裾 しE.coliも 消失 した。

400 mg/日 を 投与 した7症 例(症 例14～20)は 膀胱腫

瘍を有する慢性膀胱炎(症 例14～17)4例 を含んでおり

そのうち症例17は 腫瘍による尿閉を来したので尿道留置

カテーテルを施行中の症例である。症例16はE.coliは 消

失 したが尿中白血球が全 く減少せず頻尿,排 尿痛の自覚

症も改善しないので有効と判定 した。症例19, 20は 尿路

結石合併例であり10～15日 間 と比較的長期に服用させた

がE.coliは 消失せず自覚症,尿 所見も改善せず無効と

判定 した。両例ともに後 日結石除去術を施行 している。

600 mg/日 投与 した6症 例(症 例21～26)は 腫瘍や結

石を有する3例(症 例21～24)に は無効であったが膀胱

尿管逆流現象(VUR)合 併 例(症 例25, 26)に はよい

効果を示 していた｡尿 路感染を有するVUR例 は 抗菌

剤投 与により尿中細菌が容易に陰性化するものが 多い

が,そ のほとんどが早晩再発 してしまう。われわれはと

くに成人においてはVUR防 止術を早期に行い活動性

腎孟腎炎をなくし腎機能 保護に努めるべきと考えてい

る10)。

細菌学的検査ではE.coliの17株 中14株 が消失してお

り,E.coliに 対 してはとくにす ぐれた抗菌力を有 して

いるとの基礎的検討の結果を確認するような成績であっ

た。 しか し,こ れには急性単純性膀胱炎11例 が含まれて

いることを考慮すべきである。すなわち急性単純性膀胱

炎は自然治癒率は高 くplaceboで も約1/4は治癒すると

も云われている。 しかし急性単純性膀胱炎の起炎菌で最

も頻度が高いのはE.coliで あ る。したが って,わ れ

われは自然治癒 力を助ける意味 においても抗菌剤は

E.coliに よ く奏効するものを使用すべきと考えており,

Pivmecillinamは この目的に適った抗菌剤と思われる。

Klebsiella, Enterobacter, Serratia, Pseudomonas aeru-

ginosaは すべて存続 していた。Enterococcus 2株 が消

失 したがこれはPseudomonas aeruginosaと の混合感

染(症 例14)例,E.coliと の混合感染(症 例19)例 で

あった。混合感染例の起炎菌判定は極めて困難な問題で

ある。しか し今 回はPivmecillinam投 与前の尿中細菌

数は各菌種 ともに104/ml以 上であり,尿 中細菌数から

は混合感染菌のどちらもが感染菌と判断して差 し支えな

いと思われる。

副作用は3例 に悪心を認めた(12%)が,途 中で服用

を中止 したものはなかった。症例2は300mg/日,症 例

18は400mg/日,症 例22は600mg/日 投与であり,投 与

量とは余り関係がないようである。

ま と め

1) 九州大学医学部附属病院泌尿器科外来,入 院症例

で尿路感染症と診断された30例 にPivmecillinamを 投

与 した。4例 の外来例は投与後再来しないので脱落例と

して残り26例 について検討 した。

2) 著効14例,有 効2例,無 効10例,有 効率62%で あ

った。

3) 急 性単純性膀胱炎12例 はすべて著効であった。複

雑性尿路感染症14例 は,著 効2例,有 効2例,無 効10例

であり有効率は29%で あ った。

4) Pivmecillinam投 与 前 の尿 中 細 菌29株 中18株 が 消

失 して お り細 菌 学 的有 効 率 は62%で あ った 。 と くにE.

coli 17株 は14株 が 消 失(82%)し て い た 。

5) 副作用は3例 に悪心を認めたが投与を中止するほ

どではなか った｡
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CLINICAL EFFECTIVENESS OF PIVMECILLINAM 

ON URINARY TRACT INFECTION

JOICHI KUMAZAWA, SADAMU HIEDA and SHUNRO MOMOSE

Department of Urology, Faculty of Medicine, Kyushu University

(Director: Prof. S. MOMOSE)

1) Pivmecillinam was administered in 30 cases of various urinary infections diagnozed by Urological 

Department of Kyushu University. As 4 cases dropped out, examinations were possible in 26 cases.

2) The results obtained were excellent in 14 cases, good in 2 cases and poor in 10 cases out of 26 cases, 

effective ratio being 62%.

3) Among 12 cases of simple acute cystitis, all cases were excellent. Among 14 cases of complicated 

urinary infection, the results obtained were excellent in 2 cases, good in 2 cases and poor in 10 cases, effec-

tive ratio being 29%.

4) The bacteriological effect obtained were disappearance in 18 strains out of 29 strains, bacteriological 
effective ratio being 62%. Especially, among 17 strains of E. coli, 14 strains disappeared, bacteriological 
effective ratio being 82%.

5) The side effect obseved was nausea in 3 cases. No other untoward effects were observed.


